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出
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特
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て
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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
国
会
議
員
の
特
権
と
認
識
さ
れ
か
ね
な
い
国
会
議
員
宿
舎
や
各
種
手
当
に
つ
い
て
の
政

府
の
認
識
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

衆
議
院
赤
坂
議
員
宿
舎
（
以
下
「
赤
坂
議
員
宿
舎
」
と
い
う
。
）
の
本
年
六
月
十
三
日
現
在
の
各
会
派
別
の
入
居
者
数
は
、

自
由
民
主
党
百
五
十
六
名
、
民
主
党
・
無
所
属
ク
ラ
ブ
五
十
八
名
、
公
明
党
二
十
三
名
、
日
本
共
産
党
八
名
、
社
会
民
主
党
・

市
民
連
合
三
名
、
国
民
新
党
・
そ
う
ぞ
う
・
無
所
属
の
会
三
名
、
無
所
属
四
名
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

二
、
三
、
五
、
六
及
び
八
に
つ
い
て

赤
坂
議
員
宿
舎
の
宿
舎
使
用
料
は
、
九
万
二
千
百
二
十
七
円
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
議
員
宿
舎
は
、
地
方
選
出
議
員

の
在
京
生
活
を
保
障
し
、
議
員
の
職
務
を
円
滑
に
遂
行
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
お
り
、
そ
の
宿
舎

使
用
料
は
、
一
般
に
、
民
間
賃
貸
住
宅
の
賃
料
等
と
の
単
純
な
比
較
に
は
な
じ
ま
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
文
書
通
信
交

通
滞
在
費
は
、
国
会
議
員
の
歳
費
、
旅
費
及
び
手
当
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
号
）
第
九
条
の
規
定

に
基
づ
き
予
算
計
上
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
国
会
に
お
い
て
御
議
論
い
た
だ
く
べ
き
問
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一



四
に
つ
い
て

赤
坂
議
員
宿
舎
整
備
等
事
業
費
の
う
ち
、
建
設
費
用
に
相
当
す
る
金
額
は
総
額
百
三
十
八
億
五
百
三
十
六
万
七
百
七
十
八

円
、
建
設
費
用
の
金
利
に
相
当
す
る
金
額
は
総
額
七
十
二
億
六
千
六
百
三
十
五
万
七
千
三
百
六
十
五
円
、
維
持
管
理
費
に
相

当
す
る
金
額
は
毎
年
度
二
億
五
千
九
百
四
十
三
万
二
千
九
百
五
十
円
で
あ
る
。

七
に
つ
い
て

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
国
会
議
員
宿
舎
を
巡
る
諸
経
費
の
国
庫
負
担
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
（
平
成

二
十
年
三
月
二
十
一
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
一
六
九
号
）
七
か
ら
十
一
ま
で
に
つ
い
て
で
述
べ
た
よ
う
に
、
我
が
国
財
政
は
、

国
・
地
方
を
合
わ
せ
た
長
期
債
務
残
高
が
先
進
国
中
最
悪
の
水
準
に
あ
る
な
ど
極
め
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
将
来
世
代
へ

負
担
を
先
送
り
す
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
財
政
再
建
に
つ
い
て
は
、
「
経
済
財
政
運
営
と
構
造
改
革
に
関
す

る
基
本
方
針
二
〇
〇
六
」
（
平
成
十
八
年
七
月
七
日
閣
議
決
定
）
等
に
の
っ
と
り
、
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
を
着
実
に
推
進

し
、
ま
ず
は
二
千
十
一
年
度
に
は
、
国
・
地
方
の
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化
を
確
実
に
達
成
し
、
更
に
二
千
十
年
代
半
ば

に
向
け
、
債
務
残
高
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
を
安
定
的
に
引
き
下
げ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
政
府
と
し
て
は
、
財
政
再
建
に

向
け
、
徹
底
し
た
無
駄
の
排
除
を
行
う
な
ど
、
歳
出
全
般
に
わ
た
り
聖
域
な
く
見
直
し
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
と

二



考
え
て
い
る
。

三


